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町は東名高速道路、豊川インターから国道151号線を約

45km東北に進み、同号線上にある。月の集落は東栄町

中心部より国道473号に入り、2～3km程西に向かった

所に位置する。また、愛知県東加茂郡足助町から国道

153号線、あるいは国道420号線にて西入する経路と、岐

阜県恵那市から国道257号線にて南下する経路がある。

東栄町は東側にて静岡県佐久間町と接し、北接する豊

根村を越えると長野県である。東栄町を含む北設楽郡は

奥三河とも呼ばれ、山々に囲まれ、自然に恵まれた士地

である。周囲には茶臼山(1415m)、常光寺山(1438m)、

井戸山(1335m)と1000mを越える山々 が連なっている。

こうした山々の暖傾斜地や谷間、山地斜面に集落が点在

し、月の集落もその一つである。一年を通じ比較的温暖

な気候であるが、冬の寒さの厳しい時は氷点下となる。

序

愛知県北設楽郡東栄町月に所在するI家の納屋は昭和

30年前後、主屋の主要部は江戸後期、蔵は明治初期に

建設された。また、前庭、はた織り小屋、納屋を含むI

家住宅の全体構成は、北設楽郡の伝統的な民家の形式を

今日に残し伝える貴重な建築群である。

I家の納屋は築後約50年が経過し、老朽化が進行し

ていた。同居を予定していた若夫婦より相談を受け、そ

の新居として再生改修を行う計画がなされた。

2001年10月に第1回現地調査が行われ、以後、再生

改修計画の基本設計が開始された。2002年6月に第2

回現地調査が行われ、その後、実施設計が進められた。

同年10月に工事が着手され、2003年4月に竣工した。

本稿はI家納屋を住居に再生改修する一連の計画にお

けるI家住宅と納屋の概要をまとめたものである。第1

章では集落の概要の観点から、その地理的な位置、民俗

芸能、集落の景観、構成について述べ、第2章ではI家

住宅の全体構成、各建築物について、第3章では再生改

修の対象であるI家の納屋について述べた。第4章では

事業概要を記し、第5章では今日の古民家における保存

と取り壊しの現状とI家納屋の再生改修計画の意義につ

いて論じる。

古い建築物が急速に失われる今日の状況の中、再生改

修による建築物の存続は、伝統の継承、地域の景観保全

の上で重要な役割を担い、これからの建築のあり方を考

える上で意義深いことである。所有者の方々、地域の

方々、公的機関の協力を得て、伝統的な建築物が少しで

も後世に残されることを期待する。その参考資料の一つ

として、本稿はI家納屋の再生改修計画における概要と

工事経過を記録、報告するものである。

1－2民俗芸能

奥三河地方は花祭で一般に知られ、特に民俗学の分野

で注目され、今日も数多くの研究がなされている。花祭

が世に知られるようになったのは、昭和初期のことであ

り、地元出身の早川孝太郎による詳細な花祭の採録『花

祭』（昭和5年）の刊行が契機になっている。また、「民
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1－1位置

東栄町に至るには公共交通機関の利用によると、豊橋

駅からJR飯田線にて約2時間で東栄駅に到着し、駅か

ら7km程度離れた場所に町の中心部がある。また、同
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